好い。 兎に角 芝居の 看客 は 芝居よりも 面白い の を 常と 

して ゐる。 能 もや はりこの 例に 洩れない。 この頃の 能 

の 看客 はお 嬢さん を 大勢 まじへ てゐ る。 その 又お 嬢 さ 

んは 一人残らず、 小さい 欠伸 を嚙み 殺しながら、 荘厳 

なる 威儀 を 正して ゐる。 おまけに 今夜の 看客 はお 嬢 さ 

んの 多い ばかりで はない。 僕の 左右に はまる まると 肥 

つた 仏蘭西の 大使 クロ オデル 氏 を 始め、 男女の 西洋人 

も 五六 人、 オペラ. グラスな ど を 動かして ゐる。 僕 は 

「隅 田 川」 を 見ない うちに、 かう 云 ふドォ ミヱの 一 枚 じ 

もちろん 

みた 看客 を 見る ことに 満足した。 勿論 僕 自身 も 諷刺 画 

の 中の 一 人になる こと は 覚悟の 前で ある。 



痩せて ゐ るから、 不満に 感ずる 一 面に は 大いに 旅人に 

同情した。 

尤も この 旅人 は 痩せたり と.. 雖も、 尋常一様の 旅人 

ではない。 隅 田 川の 渡り を 求めに 来た、 寂しい 何人 か 

の 旅人 を 一 身に 代表す る 名誉職で ある。 のみならず 又 

「都より 女物 狂 ひの 下り 候」 を 我我 看客へ 広告に 来た 

芸術 上の 先 ぶれ 役で ある。 僕 は 「ま づまづ 御出で 候 跡 

の、 けしから ず 物騒に 候 は 何事に て 候ぞ」 と 云 ふ 渡し 

守の 詞 と共に、 武蔵 野の 草の 靡いた 中に 一 条の 道の 現 

れ るの を 感じた。 昔の 日の 光り は その 道の 向う に 模糊 

たる 人 ざわめき を 照して ゐる。 都より 下り 候 女物 狂 ひ 



足へ さはって 見たい 欲望 を 感じた。 少く とも 白 足袋 を 

脱がせた 上、 つらつら 眺めたい 欲望 を 感じた。 どうも 

あの 足 は 平凡なる 肉体の 一部と 云 ふ 気 はしない。 必ず 

足の裏の 皺の 間に 細い 眼 か 何 か ついて ゐ さう である。 

しかし (僕 も あらゆる 批評家の やうに 「しかし」 を 加 

へる こと を 忘れなかった) 難 を 云 は せれば、 金 太郎氏 

の 芸は心 もち 綺麗 過ぎる 所が あるか も 知れない。 それ 

だけに 一 歩 を 誤れば、 繊巧の 病 を 生じさう である。 古 

人 は 必ず， J の 境に 安住す る こと はしな か つたで あらう。 

更に 蒼 古の 意 を 得る 為に 捨命 する こと を 辞さなかった 

であらう。 —— さう 思った 途端で ある。 「乗せさせ 給 
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